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１ 研究主題設定の理由 

文部科学省（2017）は学習指導要領の改訂に伴い，学力の３要素を「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現

力等」，「学びに向かう力・人間性等」の３つの資質・能力に整理した。また国立教育政策研究所（2020）は，主

体的に学習に取り組む態度について，「知識・技能を習得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりする

ために，自らの学習状況を把握し，学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼう

としているかどうかという意思的な側面を評価することも重要である」と述べており，３つの資質・能力をバラ

ンスよく育成していくためにも，「自らの学習を調整しながら学ぼうとする児童」の育成を目指すことが重要だ

と考えた。 

体育科における「自らの学習を調整しながら学ぼうとする児童」を「自己の技能を把握し，目標に向けて自己

に合った学習課題を設定している児童」と捉える。このような児童を育成するには，自分がどの程度できている

のか把握することが必要だと考える。 

これまでの私の体育授業を振り返ると，多くの児童の困り感から学習課題を設定し，思考と試行を繰り返す中

で，知識・技能の習得を目指してきた。しかし，ボール運動領域では，チームでの動きに焦点化しすぎていたた

め，児童一人一人が本当に学習したいことや課題に感じていることに寄り添えず，知識・技能の習得に課題を感

じた。ボール運動領域でこそ，児童一人一人が自らの学習を調整できるようにしたいと考えた。 

スティーブンスら（2014）は，「ルーブリックは，ある課題をいくつかの構成要素に分け，その要素ごとに評価

基準を満たすレベルについて詳細に説明したもので，様々な課題の評価に使うことができる」と述べている。ま

た，田中（2020）は，児童に学習評価でルーブリックを活用させる理由について「学習評価の対象となる資質・

能力の内容を整理して可視化するため…本時の資質・能力の獲得状況を自覚できるようになる」としている。そ

こで，ルーブリックを使って，児童が目標と比べてどの程度できているのか自己評価させ，その獲得状況から自

己に合った学習課題を見出すことができるようにする。 

以上のことから，ボール運動領域において，ルーブリックを使って自己評価させることで，自己の技能を把握

し，目標に向けて自己に合った学習課題を設定していけるようになるかということを検証することを目的に，本

研究主題を設定した。 

 

 

 

（主張） 

国立教育政策研究所（2020）より，「自らの学習を調整しながら，学ぼうとしているかどうかという意思的

な側面を評価すること」の重要性が示された。体育科における「自らの学習を調整しながら学ぼうとする児童」

を「自己の技能を把握し，目標に向けて自己に合った学習課題を設定している児童」と捉えた。 

このような児童を育成するには，自分がどの程度できているのか把握することが必要だと考える。そこでル

ーブリックを使って，児童が目標と比べてどの程度できているのか，自己評価させ，その獲得状況から自己に

合った学習課題を見出すことができるようにする。 

本研究では，ボール運動領域において，ルーブリックを使って自己評価させることで，自己の技能を把握し，

目標に向けて自己に合った学習課題を設定していけるようになるかということを検証することを目的とした。 

【研究仮説】 

ボール運動領域において，児童が学習を振り返る場面で，ルーブリックを使って自己評価させることで，

自己の技能を把握し，目標に向けて自己に合った学習課題を設定していけるようになるだろう。 



２ 研究の内容 

 （１）授業実践について 

〇対象：６年生 31名（男子 19 名，女子 12 名） 

〇単元：ボール運動領域（ゴール型）サッカーを基にした簡易化されたゲーム「シューWhich」（全８時間） 

   〇「シューWhich」の主なルール 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）ルーブリックについて 

メインゲームを基に，教師が表１に示したルーブリック表を作成した。児童には，単元の２時間目にル

ーブリック表について説明し，質問や加除修正したい所を聞いたが，特になかったため，変更はしなかっ

た。その際，「得点」の項目は「得点するためのボールを持たない動き」，「パス」は「得点するためのパス」

として説明した。また，「得点しやすい場所」は単元の初めに，「ゴールに近い所」として確認した。 

 

   

 

 

 

振り返りの場面で，ルーブリック表を基に今日のレベルを自己評価し，その理由を書かせた。その後，

次の時間の学習課題を設定させた。また児童一人一人に学習課題を設定させたのは，３時間目の振り返り

から７時間目の振り返りまでとした。 

 （３）検証方法について 

   ルーブリック表を基に自己の技能を振り返っているか，自己に合った学習課題を設定できたか，抽出児

の学習カードの３～７時間目の記述から検証する。ルーブリックのレベルの変容パターンを基に抽出児を

選定した。また，学習課題が自己に合ったものかは，学習課題，まとめ，振り返りの記述内容から検証す

る。 

３ 結果と考察 

（１）ルーブリックのレベルが高いところで推移しているＡ児が学習を調整し学ぼうとしている姿 

５時間目の振り返りでは，「パスは相手が少ない仲間にパスができたり，得点しやすいところにすぐ行け

た。次は相手のすきを考えてゴールしたい」と記述し，学習課題を「仲間にパスをするためには何が大切か

な」と設定していた。ルーブリック表の Lv.50の基準から自己の獲得状況を把握したことで「得点」は満足

し，「相手のすきをつくことができるパス」に興味・関心もって，学習課題を設定したと考える。 

６時間目の振り返りでは，「反対は相手が少ないので，パスしやすかったです」と，ルーブリック表の Lv.99

の基準から記述していた。「パス」について，「反対を使うとよい」と実感を伴ったまとめをしている。７時

間目では，「得点」について学習課題を設定した。７時間目のまとめに「パスをもらえるには相手がいない反

対側にいること」と記述し，６時間目の学びを違う観点に生かせることに気付きながら，自己に合った学習

課題を設定していたと考える。 

 

表１ 授業で使ったルーブリック表  

・人数は３対３。 
・１チーム４人で８チーム。４人のチームは１試合ごとに交代す
る。２チームをセットにした兄弟チームを作る。 

・時間は１試合３分間。２試合終わったら，作戦，練習タイムを
２分間とる。 

・コーンとコーンの間を通したら１点。 
・横の壁にぶつかってもよい。ただし，ゴール側の壁にぶつかっ
たら，その壁に近い方のチームのスタートの位置から再開する。 

※「新・サッカー指導の教科書」（日本サッカー協会，2019）で示
されている「４ゴールゲーム」を参考に設定。 

図１ コート図とメインゲームの主なルール 



ルーブリック表を基に自己評価することによって，自己の興味・関心や技能のレベルに気付いたり，技能

を向上させるための見通しをもったりして，自己に合った学習課題を設定できる可能性があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ルーブリックのレベルが徐々に高まっているＢ児が学習を調整し学ぼうとしている姿 

  ３時間目の振り返りでは，「得点」について振り返り，学習課題を「どうやったら仲間のパスをもらって得

点を入れられるかな」と設定した。そして，４時間目は「パス」の Lv.20を基に，５時間目では「パス」の

Lv.50を基に，それぞれ振り返り，「パス」にかかわる学習課題を設定した。 

初めは「得点」について考えていたが，Ｂ児は作戦における「初めのパス」という役割をもち，「パス」へ

考える視点が変わった。さらに学習課題は，５時間目の「はやく」から６時間目の「正確な」とし，自己に

合わせて学習課題を設定したと考える。 

  ６時間目の振り返りでは，「得点」「パス」の項目について振り返りを記述し，７時間目の学習課題を「ど

うしたらロングパス作戦を上手に使うことができるかな」と設定した。７時間目の振り返りでは，「私が Nさ

んにパスをする時にうまくパスができて，今日４点も得点できたから」と記述している。この記述から，Ｂ

児はルーブリック表を基に自己を評価していないと考える。それにも関わらず，パスを Lv.99 としたのは，

チーム全体を自己として評価したためと考える。 

  Ｂ児は初め，ルーブリック表を基に自己評価し，「得点」について学習課題を設定していたが，４時間目に

は役割を取得したことで，作戦における「パス」へと考える視点が変わり，さらにその後はチーム全体のこ

とへと視点が変わり，自己に合わせて学習を調整していた。ルーブリック表を基に自己評価することによっ

て，役割やチームのことも考えるなどの多角的な視点から自己に合った学習課題を設定できる可能性がある

と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ Ａ児の学習カードの記述内容  ※○得は「得点」，○パは「パス」に関わる記述にそれぞれ追記した。 

表３ Ｂ児の学習カードの記述内容  ※○得は「得点」，○パは「パス」に関わる記述にそれぞれ追記した。 
 



（３）ルーブリックのレベルが上がったり下がったりしているＣ児が学習を調整し学ぼうとしている姿 

  ５時間目の振り返りでは「パス」の Lv.50の基準から，自己の技能を「４～６回」という回数を入れなが

ら評価している。そして，「できたらゴールしたいです」とめあてをもち，「シュートするにはどこにいると

ゴールしやすくなるのかな」と学習課題を設定した。 

  ６時間目は「パス」を Lv.1と評価した。そして振り返りに，「思うところにボールをけれなかった」とル

ーブリック表の言葉を使わずに記述し，７時間目の学習課題を「ボールを思う方向に蹴るにはどうしたらよ

いか」と設定した。これは，ルーブリックを達成するための別の視点の課題に気付き，自己に合った学習課

題を設定した姿と考える。 

ルーブリックのレベルが上がったり下がったりする姿が見られたのは，自己の技能について，ルーブリッ

ク表と正対して自己評価し，技能を高めようとしていたためだと考える。 

  ルーブリック表を基に自己評価させることで，目標と比べて自分がどの程度できているのかを把握しなが

ら，自己に合った学習課題を設定できる可能性があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果 

 ・児童にルーブリック表を基に自己評価させることで，自己の興味・関心や技能のレベルに気付いたり，技能

を向上させるための見通しをもったりして，自分がどの程度できているのかを把握しながら，自己に合った

学習課題を設定することができた。 

・振り返りで自己の状態を把握し，学習課題を設定することを続けることで，自分の動きだけでなく，役割や

チームのことを踏まえるなど，多角的な視点から自己に合った学習課題を設定することができた。 

５ 今後の課題 

 ・ルーブリックのレベルを Lv.1～Lv.99とし，その間隔を均一としなかった。レベルの間隔を均一にした場合，

児童はどのように自己を評価し，学習課題を設定していくのかということについて検証していきたい。 

６ 参考引用文献 

（１）文部科学省（2018）小学校学習指導要領（平成 29年度告示）解説 体育編．東洋館出版社：東京． 

（２）国立教育政策研究所教育課程研究センター（2020）「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考

資料【小学校 体育】．東洋館出版社：東京． 

（３）ダネル・スティーブンス，アントニア・レビ（2014）大学教員のためのルーブリック評価入門．玉川大学

出版部：東京．pp2-3 

（４）田中博之（2020）「主体的・対話的で深い学び」学習評価の手引き―学ぶ意欲がぐんぐん伸びる評価の仕掛

け．株式会社教育開発研究所：東京． 

（５）日本サッカー協会(2019)新・サッカー指導の教科書．東洋館出版社：東京 

表４ Ｃ児の学習カードの記述内容  ※○得は「得点」，○パは「パス」に関わる記述にそれぞれ追記した。 


